
　

配
水
施
設
は
、浄
水
を
貯
留
、輸
送
、分
配
、供
給
す
る

機
能
を
持
ち
、配
水
池
、高
架
タ
ン
ク
、配
水
管
、ポ
ン
プ
お

よ
び
バ
ル
ブ
等
の
設
備
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。配
水
方

式
に
は
自
然
流
下
式
と
ポ
ン
プ
加
圧
式
お
よ
び
そ
の
併
用

式
が
あ
り
ま
す
。春
日
井
市
で
は
、ポ
ン
プ
加
圧
式
の
知
多

配
水
区
を
除
い
て
、
高
台
に
設
置
し
た
配
水
池
に
貯
留
し

た
浄
水
を
自
然
流
下
式
で
配
水
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
46
年
７
月
、
西
山
町
地
内
に
貯
水
量
４
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を
整
備
し
、
町
屋
送
水
場
か
ら
浄

水
を
受
水
し
て
時
間
的
に
変
動
す
る
需
要
量
に
対
し
て
、

適
正
な
調
整
を
し
た
の
ち
、町
屋
町
・
牛
山
町
地
区
へ
給

水
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
同
年
11
月
か
ら
、
東
山
配
水
場
へ

も
送
水
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
48
年
に
は
２
号
配
水
池
を
増
設
し
ま
し
た
が
、都

市
化
が
急
速
に
進
み
、自
己
水
源
だ
け
で
は
不
足
す
る
と

予
測
さ
れ
た
た
め
、
翌
年
２
月
か
ら
県
水
受
水
ポ
ン
プ
場

を
経
て
県
営
水
道
か
ら
の
受
水
を
開
始
し
ま
し
た
。昭
和

50
年
３
月
に
は
、東
神
明
配
水
場
へ
も
送
水
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
51
年
に
も
３
号
配
水
池
を
増
設
し
、ま
た
、53
年
３

月
に
は
、
遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
桃
山
配
水

管
理
事
務
所
で
の
集
中
管
理
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
は
４
号
配
水
池
を
増
設
し
、
10
年
２
月
に

は
配
水
管
理
事
務
所
の
全
面
更
新
を
行
い
、現
在
の
施
設

が
完
成
し
ま
し
た
。平
成
10
年
４
月
か
ら
は
中
央
監
視
業

務
、さ
ら
に
12
年
４
月
か
ら
は
施
設
維
持
運
転
管
理
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

第５節

配
水
施
設

桃
山
配
水
場

桃山配水場

施設の概要
　 所　在　地　春日井市西山町１６０５番地２
　 稼 動 開 始　昭和４６年７月
　 配　水　池　 ３８，８００ｍ３
 （No.1 ４，０００ｍ３、No.２ ５，０００ｍ３、No.３ １２，０００ｍ３、No.４ １７，８００ｍ３）

　 ポンプ設備
　 　東山系送水ポンプ
　 　　6.2ｍ３／min×60m　３台
　 　東神明系送水ポンプ
　 　　7.1ｍ３／min×60m　３台
　 自家発電機　６,６００Ｖ　１，０００ＫＶＡ

配水管理事務所

施設の概要
　 所　在　地　春日井市西山町１６０５番地２
　 稼 動 開 始　平成１０年２月
　 構　　　造
　 　延床面積　２,９２５m2

　 　３階 水質試験室、会議室
　 　２階 中央遠方監視室、事務室、研修室
　 　１階 電気室

桃山配水管理事務所

主な施設
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